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補正
予算

追 加 額 内　容

2,700 万円 ため池ハザードマップの作成

１億 2,960 万円
角田公園、前沢目公園、沖ノ内公園、

高池前公園の災害復旧

約３億 7,428 万円
大野台に集積した災害廃棄物処分、

半壊以上の家屋の解体等

補正予算の
主なもの

台
風
19
号
及
び
大
雨
被
害
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業 

等

 

約
18
億
６
、３
８
９
万
円 

を
追
加

　

令
和
元
年
７
月
１
日
に
農
業
用
た
め
池

の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
と
そ
の

周
知
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
作
成

に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

　

現
時
点
で
50
カ
所
程
度
の
た
め
池
に
つ

い
て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
予

定
で
あ
り
、
１
カ
所
、
約
55
万
円
を
見
込

ん
で
お
り
、
２
、
７
０
０
万
円
を
計
上
す

る
も
の
。

議員

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
運
用
に
つ
い
て
問

う
。

市

　
　
　
　
　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
が
推
奨
さ

　
　
　
　
　

れ
る
た
め
池
は
、
特
定
農
業
用
の
た
め

池
で
あ
り
、
た
め
池
か
ら
100
メ
ー
ト
ル
か
ら
500
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
浸
水
区
域
内
に
家
屋
や
公
共
施
設
が

建
っ
て
い
る
、
ま
た
は
、
た
め
池
の
貯
水
量
が
１
、

０
０
０
立
米
以
上
で
あ
る
な
ど
の
指
定
基
準
に
基
づ

い
て
、
該
当
す
る
市
内
の
た
め
池
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
る
。
作
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
中
に
作
成
し
、
令
和
２
年
度
に
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
や
地
域
の
方
々
へ
の
配
布

を
予
定
し
て
い
る
。
決
壊
し
た
場
合
の
浸
水
深
の
目

安
、
ま
た
は
浸
水
す
る
時
間
、
周
辺
の
避
難
場
所
等

が
入
っ
た
マ
ッ
プ
と
な
っ
て
お
り
、
運
用
に
つ
い
て

は
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
河
川
氾
濫
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
同
様
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
や
地

域
へ
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

た
め
池
の
防
災
対
策

市

 

内
４
公
園
の
災
害
復
旧

　

角
田
公
園
、
前
沢
目
公
園
、
沖
ノ
内
公
園
、
高

池
前
公
園
の
市
内
４
公
園
の
災
害
復
旧
に
係
る
費

用
で
、
１
億
２
、
９
６
０
万
円
を
計
上
す
る
も

の
。議員

　
角
田
公
園
の
災
害
復
旧
の
詳
細
を
問

う
。

市

　
　
　
　
　
　

角
田
公
園
は
、
洪
水
で
人
工
芝
に
水

　
　
　
　
　

が
入
っ
て
芝
が
浮
か
さ
れ
、
し
わ
が

入
っ
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
部
分
を
全

面
張
り
替
え
と
い
う
こ
と
で
、
１
月
中
に
災
害
査
定

を
受
け
る
予
定
で
あ
る
。

　

工
程
に
つ
い
て
、
災
害
査
定
後
の
入
札
に
な
る
の

で
、
早
く
と
も
３
月
こ
ろ
の
契
約
に
な
り
、
復
旧
に

は
契
約
か
ら
半
年
く
ら
い
か
か
る
と
考
え
て
い
る
。

被災して利用することができない角田公園

被
災
農
地
復
旧
事
業
の
分
担
金

　

台
風
19
号
の
被
害
に
よ
る
農
用
地
等
の
小
規
模

災
害
復
旧
事
業
の
受
益
者
分
担
金
を
計
上
す
る
も

の
で
、
本
年
度
、
30
件
掛
け
る
40
万
円
の
50
％

で
、
600
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

議員

　
被
災
さ
れ
た
農
業
者
へ
の
受
益
者

負
担
率
や
金
額
に
つ
い
て
問
う
。

市

　
　
　
　
　
　

負
担
分
に
つ
い
て
、
現
在
農
林
水

　
　
　
　
　

産
課
内
で
協
議
を
し
て
い
る
。
最
終

的
な
地
権
者
等
の
負
担
額
に
つ
い
て
、
ま
だ
確
定

し
て
な
い
が
、
予
算
を
通
常
の
50
％
で
計
算
し
て

い
る
。
小
災
害
の
地
権
者
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

な
る
べ
く
軽
減
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
農
業
者
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
率
等
が
確
定

し
た
ら
、
個
別
に
連
絡
を
と
り
、
負
担
分
の
説
明

を
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議員

　
令
和
２
年
度
作
付
け
の
工
程
、
目

標
に
つ
い
て
問
う
。

市

　
　
　
　
　
　

工
事
の
発
注
等
に
つ
い
て
は
、
地

　
　
　
　
　

権
者
と
速
や
か
に
同
意
が
取
れ
る
よ

う
に
調
整
し
、
同
意
を
得
て
発
注
を
す
る
考
え
で

あ
る
。
な
お
、
令
和
２
年
度
に
つ
い
て
は
、
1
件

で
も
多
く
の
作
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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災
害
廃
棄
物
の
処
理
、

　
　

被
災
家
屋
の
解
体
事
業

　

大
野
台
に
集
積
し
た
災
害
廃
棄
物
の
分
別
や
破

砕
等
の
中
間
処
理
に
係
る
委
託
料
で
約
１
億
４
、

０
２
８
万
円
。
半
壊
以
上
の
家
屋
の
解
体
に
係
る

委
託
料
２
億
２
、
５
０
０
万
円
。
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
４
品
目
の
運
搬
に
係
る
委
託
料
900
万
円
で
、
合

計
約
３
億
７
、
４
２
８
万
円
を
計
上
す
る
も
の
。

議員

　
家
屋
の
解
体
費
用
の
積
算
内
訳
に

つ
い
て
問
う
。

市

　
　
　
　
　
　

解
体
費
用
に
つ
い
て
、
生
涯
学
習

　
　
　
　
　

課
で
調
査
を
実
施
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ア

リ
ー
ナ
そ
う
ま
駐
車
場
に
あ
る
家
屋
の
解
体
費
用

を
も
と
に
、
１
件
当
た
り
300
万
円
と
見
込
ん
で
お

り
、
解
体
件
数
は
、
75
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

12
月
定
例
会
の
審
議
結
果

議案番号 件           名 審議結果

７１ 相馬市監査委員の選任について
同　　意

賛成多数

７２ 相馬市固定資産評価審査委員会委員の
選任について

同　　意

全会一致

７３
令和元年台風第十九号及び十月二十五
日の大雨による被災者に対する市税等
の減免に関する条例の制定について

原案可決

全会一致

７４ 相馬市下水道事業の設置等に関する条
例の制定について

原案可決

全会一致

７５ 災害弔慰金の支給等に関する条例の一
部を改正する条例について

原案可決

全会一致

７６ 相馬市下水道条例の一部を改正する条
例について

原案可決

全会一致

７７ 市道東部４６２号線復興道路改良その
５工事変更請負契約の締結について

原案可決

全会一致

７８ 令和元年度相馬市一般会計補正予算
（第５号）

原案可決

全会一致

７９ 令和元年度相馬市介護保険特別会計補
正予算（第３号）

原案可決

全会一致

８０ 令和元年度相馬市公共下水道事業特別
会計補正予算（第３号）

原案可決

全会一致

８１ 相馬市教育委員会教育長の任命につい
て

同　　意

全会一致

８２ 市長等の給与及び旅費に関する条例の
一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

議案番号 件           名 審議結果

８３
教育長の給与、勤務時間その他の勤務
条件等に関する条例の一部を改正する
条例について

原案可決

全会一致

８４
議会議員の議員報酬、期末手当及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する
条例について

原案可決

全会一致

８５ 相馬市職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例について

原案可決

全会一致

８６
相馬市一般職の任期付職員の採用及び
給与の特例に関する条例等の一部を改
正する条例について

原案可決

全会一致

８７ 復興市民市場建設建築主体工事請負契
約の締結について

原案可決

全会一致

８８ 令和元年度相馬市一般会計補正予算（第
６号）

原案可決

全会一致

８９ 令和元年度相馬市国民健康保険特別会
計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

９０ 令和元年度相馬市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

９１ 令和元年度相馬市介護保険特別会計補
正予算（第４号）

原案可決

全会一致

９２ 令和元年度相馬市公共下水道事業特別
会計補正予算（第４号）

原案可決

全会一致

９３ 令和元年度相馬市光陽地区造成事業特
別会計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

議員

　
災
害
廃
棄
物
処
理
の
詳
細
や
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

市

　
　
　
　
　
　

大
野
台
の
集
積
場
の
集
積
量
に
つ

　
　
　
　
　

い
て
は
、
可
燃
物
、
不
燃
物
、
廃
家

電
、
金
属
類
、
畳
、
木
く
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ガ

ラ
、
廃
棄
物
を
含
ん
だ
土
砂
、
流
木
等
様
々
な
も

の
が
あ
り
、
総
量
と
し
て
４
万
500
ト
ン
を
見
込

ん
で
い
る
。
そ
の
他
、
稲
わ
ら
等
も
集
積
し
て
あ

り
、
ま
だ
増
え
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
処
分
先
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
廃
棄

物
の
う
ち
、
蛍
光
灯
、
乾
電
池
等
の
危
険
物
に
つ

い
て
、
通
常
の
一
般
廃
棄
物
で
同
様
の
も
の
が
出

て
い
る
の
で
、
そ
の
ル
ー
ト
で
廃
棄
と
い
う
形
の

処
分
が
決
定
し
て
い
る
。

　

そ
れ
以
外
の
主
な
可
燃
物
に
つ
い
て
は
、
相
馬

方
部
衛
生
組
合
の
光
陽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
容

量
が
一
杯
で
、
広
域
処
理
を
福
島
県
に
お
願
い
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
可
燃
物
に
つ
い
て
、
大
量

に
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
る
焼
却
炉
等
が
見
つ
か

れ
ば
広
域
処
理
に
よ
る
処
分
が
早
く
な
る
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
他
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
や
流
木

な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
し
な
が
ら
処
分
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
火
災
や
気
温
上
昇
に
よ
る
悪
臭
、
冬
場

の
粉
じ
ん
な
ど
も
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
職
員
が
全

力
で
そ
の
処
分
先
を
探
し
て
い
る
。
目
標
と
し
て

は
、
令
和
２
年
度
中
に
は
す
べ
て
大
野
台
の
集
積

場
か
ら
廃
棄
物
を
最
終
処
分
し
た
い
。

復
興
市
民
市
場
整
備
事
業

　

復
興
市
民
市
場
整
備
事
業
の
継
続
費
補
正
に
お

い
て
、
令
和
元
年
度
分
の
差
額
と
し
て
、
約
１
、

２
３
２
万
円
を
計
上
す
る
も
の
。

12 月補正予算審査

議員

事
業
進
捗
の
詳
細
を
問
う
。

市

　
　
　
　
　
　

復
興
市
民
市
場
に
つ
い
て
は
、
令

　
　
　
　
　

和
２
年
９
月
末
ご
ろ
に
完
成
し
、
10

月
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

　

令
和
元
年
度
分
の
進
捗
に
つ
い
て
は
、
継
続
費

の
設
定
上
も
９
分
の
４
と
い
う
こ
と
で
設
定
を
し

て
お
り
、
50
％
未
満
の
進
捗
に
な
る
予
定
で
あ

る
。

市内中の災害廃棄物が山のように
積まれている大野台集積所


